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町
の
会
計
に
は
、
先
月
号
で
お
知
ら

せ
し
た
町
税
や
交
付
金
を
収
入
源
と
す

る
一
般
会
計
と
は
別
に
、
特
定
の
事
業

や
、
特
定
の
収
入
で
事
業
を
行
う
場
合

に
、
経
理
を
他
の
会
計
と
区
別
す
る
特

別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
も
、
正
式
に
は
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
と
言
う
特

別
会
計
で
、
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方

た
ち
が
納
め
た
国
保
税
な
ど
を
収
入
と

し
て
、
加
入
者
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
特
定
の

収
入
で
特
定
の
事
業
を
行
う
こ
と
に
な

る
の
で
、特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

国
保
会
計
の
収
入
は
国
保
加
入
者
が

納
め
る
国
保
税
だ
け
で
は
な
く
、
国
や

県
か
ら
の
支
出
金
や
支
払
基
金
な
ど
か

ら
の
交
付
金
が
あ
り
ま
す
。

　

主
な
支
出
は
国
保
加
入
者
の
医
療
費

の
う
ち
町
が
負
担
す
る
保
険
給
付
費
を

は
じ
め
、
共
同
事
業
拠
出
金
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
町
の
国
保
事
業
の
経
営
は
、

加
入
者
の
皆
さ
ん
の
医
療
費
高
騰
な
ど

に
よ
り
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。【
図
１
】
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

前
述
し
た
国
保
会
計
に
お
け
る
一
般

的
な
収
入
と
支
出
だ
け
で
み
る
と
、
支

出
の
ほ
う
が
は
る
か
に
多
く
単
年
度
で

は
赤
字
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
こ
の
赤
字
分
を
補
う
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
財
政
調
整
基
金
（
国
保
会
計

の
貯
金
）
の
取
り
崩
し
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
平
成
21
年
度
の
事
業
決
算
で

財
政
調
整
基
金
を
使
い
切
っ
て
し
ま
っ

た
た
め
、
や
む
を
え
ず
一
般
会
計
か
ら

多
額
な
繰
り
入
れ
を
す
る
予
定
で
す
。

　

市
町
村
の
行
う
国
保
に
は
、
個
人
事

業
者
の
ほ
か
、
定
年
退
職
や
離
職
に

よ
っ
て
他
の
保
険
の
資
格
を
失
っ
た

方
々
が
多
く
加
入
す
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
高
齢
者
層
と
低
所
得
者
層
の
加
入

割
合
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
事
業
経
営
は
年
々
苦
し
く

な
り
や
す
く
、
最
近
の
本
町
国
保
事
業

の
状
況
に
も
顕
著
に
表
れ
て
い
ま
す
。

18 億 620 万４千円

6,983 万６千円 １億 2,183 万円

（支出）19 億 5,234 万６千円

18 億 553 万３千円

4,552 万４千円 １億 2,000 万円

（支出）19 億 6,661 万５千円

16 億 8,541 万円

444 万２千円 １億 1,097 万１千円

（支出）　   19 億 4,000 万円

１億 5,000 万円

（一般収入）

（一般収入）

（一般収入）

（繰越金） （基金繰入）

（基金繰入）

（基金繰入）

（繰越金）

（繰越金）

（一般会計繰入）

不足分

不足分

不足分

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度（
見
込
み
）

支
出

収
入

支
出

収
入

支
出

収
入 基金が底を付いた

ため一般会計から
補填した

国
保
は
特
別
会
計

国
保
の
収
入
と
支
出

国
保
会
計
の
現
状

【図１】国保会計の推移

国民健康保険税が
　　　改正されました
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こ
の
状
態
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、

支
出
の
大
部
分
で
あ
る
町
負
担
分
の
医

療
費
を
少
な
く
す
る
こ
と
、
収
入
を
上

げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
現
状
だ
と

大
幅
な
支
出
減
、
収
入
増
は
見
込
め
ま

せ
ん
。
ま
た
特
別
会
計
で
あ
る
以
上
、

原
則
と
し
て
独
立
採
算
制
で
経
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

町
の
国
民
健
康
保
険
は
、
町
内
５
，

０
０
０
人
を
超
え
る
方
々
が
加
入
す
る

地
域
の
中
核
と
な
る
医
療
保
険
制
度
で

す
。
将
来
に
わ
た
り
、
加
入
者
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
医
療
に
か
か
れ
る
よ
う

こ
の
制
度
を
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
現
状
を
踏
ま
え
て
先
日
開
会
さ

れ
た
３
月
の
議
会
へ
改
正
条
例
を
提
案

し
審
議
の
上
、
国
保
税
の
値
上
げ
の
改

正
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
下
表
参
照
）

　

改
正
前
の
税
率
は
、
合
併
し
た
翌
年

度
に
旧
三
町
の
税
率
を
尊
重
し
、
均

一
化
し
た
も
の
で
す
。
余
裕
を
持
っ
て

運
営
し
て
い
く
た
め
に
も
値
上
げ
し
た

ほ
う
が
良
い
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た

が
、
財
政
調
整
基
金
な
ど
自
前
の
財
源

が
あ
る
う
ち
は
「
加
入
者
に
負
担
を
求

め
な
い
。」
こ
と
を
方
針
と
し
て
こ
れ

ま
で
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

国
保
税
は
、
①
医
療
給
付
金
分
、
②

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
合
計
額
か
ら

な
り
、
さ
ら
に
40
歳
か
ら
64
歳
の
方
は

③
介
護
納
付
金
分
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

こ
の
３
種
類
そ
れ
ぞ
れ
に
、
１
世
帯
当

た
り
に
か
か
る
平
等
割
、
一
人
あ
た
り

に
か
か
る
均
等
割
、
所
得
に
応
じ
て
か

か
る
所
得
割
、
固
定
資
産
税
額
に
応
じ

て
か
か
る
資
産
割
が
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

計
算
例
を
ひ
と
つ
紹
介
し
ま
す
（
下

計
算
例
参
照
）。

独
立
採
算
制
が
基
本

■改正後の国保税率　（ ）内は旧税率、下段は増加分

平等割 均等割 所得割 資産割

医療給付金分 25,500 円（20,300 円）
＋ 5,200

23,800 円（19,100 円）
＋ 4,700

5.00%（4.00%）
＋１ Pt. 28.50%（改正なし）

後期高齢者支援金分 6,500 円（5,200 円）
＋ 1,300

6,200 円（4,900 円）
＋ 1,300 円

1.40%（1.10%）
＋ 0.3 Pt. 7.50%（改正なし）

介護納付金分
(40 ～ 64 歳の方 )

5,000 円（4,000 円）
＋ 1,000 円

7,200 円（5,700 円）
＋ 1,500 円

0.88%（0.70%）
＋ 0.18 Pt. 6.50％（改正なし）

※平等割…１世帯当たりにかかる税額　　均等割…一人当たりにかかる税額　
　所得割…加入者の所得にかかる税率　　資産割…加入者の固定資産税額にかかる税率

■計算例　夫婦ともに 40 代、子ども２人世帯の場合

　　　　　　（夫・課税所得 100 万円　妻・所得なし　固定資産税 10 万円）

平等割 均等割 所得割 資産割

医療給付費分 25,500 円 +（23,800 円×４人） +（100 万円× 5%） +（10 万円× 28.5%）＝199,200 円

後期高齢者支援金分 6,500 円 +（6,200 円×４人） +（100 万円×1.4%） +（10 万円× 7.50%） ＝ 52,800 円

介護納付金分 5,000 円 +（7,200 円× 2 人） +（100 万円× 0.88%） +（10 万円× 6.5%） ＝ 34,700 円

※合計　286,700 円（改正前の税額で算定した場合と比較すると年額で 49,300 円の負担増になります。

国
保
税
の
改
正

国
保
税
の
算
定
方
法

　

今
回
の
改
正
に
つ
い
て
の
背
景
を
、

国
保
会
計
の
現
状
を
中
心
に
説
明
し

ま
し
た
。

　

加
入
者
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、何
卒
、

ご
理
解
下
さ

い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
税
率
で
算
定
さ
れ
る
今
年

度
の
国
保
税
は
、
７
月
１
日
が
賦
課
期

日
で
す
。
納
税
通
知
書
や
納
付
書
は
、

７
月
中
に
加
入
世
帯
の
世
帯
主
様
宛

て
に
お
送
り
し
ま
す
。

　　　※特別な事情により納付が困難な場合は減免や納付猶予の制度もあります。
　　　　詳しくはお気軽にご相談下さい。問 町民課国保老健係☎ 055-272-1105
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▽
い
き
い
き
健
康
課
長 

一
瀬
礼

子
（
い
き
い
き
健
康
課
健
康
増
進

係
長
）
▽
福
祉
支
援
課
長 
青
柳

世
津
子
（
い
き
い
き
健
康
課
子
育

て
支
援
係
長
）
▽
三
珠
支
所
長 

塩
島
久
男（
三
珠
支
所
庶
務
係
長
）

▽
六
郷
支
所
長 

樋
川
輝
彦
（
税

務
課
資
産
税
係
長
）
▽
教
育
総
務

課
長 

網
倉
光
雄
（
教
育
総
務
課

学
校
教
育
係
長
）
▽
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局
長 

小
林
稔
招
（
産

業
振
興
課
地
籍
調
査
係
長
）
▽
総

務
課
防
災
防
犯
係
長 

望
月
順
二

（
福
祉
支
援
課
福
祉
係
）
▽
財
政

課
管
財
係
長 

渡
辺
浩
志
（
福
祉

支
援
課
介
護
係
）
▽
町
民
課
町
民

係
長 

立
川
陽
子
（
町
民
課
町
民

係
）
▽
い
き
い
き
健
康
課
健
康
増

進
係
長 

一
瀬
富
枝
（
福
祉
支
援

課
福
祉
係
）
▽
い
き
い
き
健
康
課

子
育
て
支
援
係
長 

有
泉
恵
司
（
総

務
課
庶
務
係
）
▽
福
祉
支
援
課
包

括
支
援
係
長 

渡
邉
ま
ゆ
み
（
福

祉
支
援
課
包
括
支
援
係
）
▽
三
珠

保
育
所
長 

村
松
真
澄
（
三
珠
保

育
所
）
▽
大
塚
保
育
所
長 

網
倉

き
ぬ
子
（
市
川
保
育
所
）
▽
市
川

南
保
育
所
長
・
山
保
へ
き
地
保
育

所
長
兼
務 

河
野
圭
子
（
市
川
南

保
育
所
）
▽
産
業
振
興
課
商
工

観
光
係
長 

芦
沢
順
司
（
税
務
課

徴
収
係
）
▽
六
郷
支
所
庶
務
係
長 

小
林
良
子（
六
郷
支
所
生
涯
学
習
・

ス
ポ
ー
ツ
担
当
）
▽
六
郷
支
所
住

民
サ
ー
ビ
ス
係
長 

横
森
訓
子
（
六

郷
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
係
）
▽
生

涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長 

深
澤

美
佳（
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
）

▽
生
涯
学
習
課
町
立
図
書
館
係
長 

一
ノ
瀬
春
美
（
生
涯
学
習
課
学
術

文
化
係
司
書
）
▽
町
立
病
院
事
務

局
経
理
係
長 

保
坂
輝
美
（
町
立

病
院
総
務
係
）

▽
企
画
課
長 

長
澤
孝
幸
（
税
務

課
長
）
▽
政
策
推
進
室
長 

一
瀬

稔
（
会
計
管
理
者
）
▽
税
務
課
長 

志
村
一
成（
い
き
い
き
健
康
課
長
）

▽
会
計
管
理
者 

新
津
敏
信
（
企

画
課
長
）
▽
議
会
事
務
局
長 

遠

藤
貞
治
（
六
郷
支
所
長
）
▽
税
務

課
資
産
税
係
長 

海
沼
良
明
（
町

民
課
町
民
係
長
）
▽
保
育
課
保
育

係
長 

桜
林
千
治
（
財
政
課
管
財

係
長
）
▽
市
川
保
育
所
長 

赤
池

初
子
（
保
育
所
三
珠
保
育
所
長
）

▽
富
士
見
保
育
所
長 

近
藤
小
百

合
（
保
育
課
市
川
南
保
育
所
長
）

▽
産
業
振
興
課
地
籍
調
査
係
長 

土
橋
一
賀
（
産
業
振
興
課
農
業
委

員
会
係
長
）
▽
産
業
振
興
課
農
業

委
員
会
係
長 

窪
田
正
彦
（
産
業

振
興
課
商
工
観
光
係
長
）
▽
生
活

環
境
課
環
境
衛
生
係
長 

井
上
和

彦
（
六
郷
支
所
庶
務
係
長
）
▽
教

育
総
務
課
総
務
施
設
係
長 

河
西

勝
（
教
育
総
務
課
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
係
長
）
▽
教
育
総
務
課
学
校

教
育
係
長 

立
川
祐
司
（
総
務
課

防
災
防
犯
係
長
）
▽
教
育
総
務
課

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長 

望
月

裕
志
（
教
育
総
務
課
総
務
施
設
係

長
）
▽
生
涯
学
習
課
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
係
長 

林
茂
一
（
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係
長
）
▽
生
涯
学
習
課

▪
昇 
任

役に立つ
     場に

もっと２

４月１日付役場人事異動

（  ）内は旧任

▪
配
置
換
え

老
健
事
務
長 

石
原
孝

い
き
い
き
健
康
課
長 

一
瀬
礼
子

教
育
長 

塩
澤
雄
市

政
策
推
進
室
長 

一
瀬
稔

会
計
管
理
者 

新
津
敏
信

病
院
事
務
長 

久
保
欣
史

議
会
事
務
局
長 

遠
藤
貞
治

町
民
課
長 

砂
田
茂

三
珠
支
所
長 

塩
島
久
男

六
郷
支
所
長 

樋
川
輝
彦

福
祉
支
援
課
長 

青
柳
世
津
子

長
田
侑
也
（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
）

丸
山
雅
幸
（
産
業
振
興
課
農
林
整
備
係
）

村
松
直
哉
（
産
業
振
興
課
農
林
係
）

有
野
綾
（
町
民
課
町
民
係
）
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いちがんとなって住みよいまちづくりに励みます

身の引き締まる思いです
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生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
担
当
六
郷

支
所
係
長 

塩
澤
繁
（
生
涯
学
習

課
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
長
）
▽
総
務

課
庶
務
係 

松
井
美
香
（
町
民
課

国
保
老
健
係
）
▽
財
政
課
財
政
係 

立
川
恵
吾
（
教
育
総
務
課
総
務
施

設
係
）
▽
政
策
推
進
室 

長
田
勝

輝
（
建
設
課
町
営
住
宅
係
）
▽
町

民
課
国
保
老
健
係 

海
沼
紀
子
（
峡

南
広
域
行
政
組
合
）
▽
町
民
課
国

保
老
健
係 
由
井
雅
通
（
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
）
▽
税
務

課
徴
収
係 

望
月
直
人
（
産
業
振

興
課
商
工
観
光
係
）
▽
福
祉
支
援

課
福
祉
係 

宮
崎
優
子
（
総
務
課

付
け
）
▽
福
祉
支
援
課
福
祉
係 

深
澤
克
日
（
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
電
子
自
治
体
推
進
室
）
▽
福

祉
支
援
課
介
護
係 

小
林
直
樹
（
産

業
振
興
課
農
林
係
）
▽
三
珠
保

育
所 

小
沢
ひ
と
み
（
富
士
見
保

育
所
）
▽
市
川
保
育
所 

望
月
順

子
（
市
川
保
育
所
）
▽
富
士
見
保

育
所 

丹
澤
真
知
子
（
三
珠
保
育

所
）
▽
市
川
南
保
育
所 

佐
野
奈

保
子
（
市
川
南
保
育
所
）
▽
歌
舞

伎
文
化
公
園
管
理
事
務
所 

土
橋

和
平
（
六
郷
小
学
校
用
務
員
）
▽

三
珠
支
所
庶
務
係 

有
泉
一
幸
（
歌

舞
伎
文
化
公
園
管
理
事
務
所
）
▽

六
郷
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
係 

望

月
由
季
（
町
民
課
国
保
老
健
係
）

▽
市
川
南
小
学
校
司
書 

野
中
波

江
（
市
川
小
学
校
司
書
）
▽
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
係 

笠
井
悟
（
財

政
課
財
政
係
）
▽
介
護
老
人
保
健

施
設
支
援
相
談
員 

高
野
享
子（
介

護
老
人
保
健
施
設
介
護
職
員
）
▽

介
護
老
人
保
健
施
設
介
護
職
員 

井
上
智
英
（
介
護
老
人
保
健
施
設

支
援
相
談
員
）

▽
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

佐
野
正
英
（
生
涯
学
習
課
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
係
）
▽
峡
南
広
域
行
政
組

合
計
算
セ
ン
タ
ー 

佐
野
か
お
り

（
生
活
環
境
課
下
水
道
係
）

▽
町
民
課
町
民
係 
有
野
綾
▽
福

祉
支
援
課
包
括
支
援
係
保
健
師 

大
木
綾
▽
三
珠
保
育
所 
太
田
め

ぐ
み
▽
大
塚
保
育
所 

笠
井
邦
将

▽
市
川
保
育
所 

村
松
加
奈
絵
▽

市
川
南
保
育
所 

豊
川
藍
▽
産
業

振
興
課
商
工
観
光
係 

長
田
侑
也

▽
産
業
振
興
課
農
林
係 

村
松
直

哉
▽
産
業
振
興
課
農
林
整
備
係 

丸
山
雅
幸
▽
生
涯
学
習
課
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
係 

仲
亀
裕
紀
▽
町
立
病

院
准
看
護
師 

寺
澤
由
紀
美
▽
介

護
老
人
保
健
施
設
作
業
療
法
士 

小
林
愛
子

▽
笠
井
一
廣
（
政
策
推
進
室
長
）

▽
遠
藤
光
一
（
政
策
推
進
室
政
策

推
進
係
長
）
▽
小
野
一
（
ニ
ー
ド

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
鈴

木
木
の
実
（
福
祉
支
援
課
長
）
▽

依
田
育
子
（
福
祉
支
援
課
包
括
支

援
係
長
）
▽
横
田
初
子
（
保
育
課

保
育
係
長
）
▽
村
松
松
恵
（
大
塚

保
育
所
長
）
▽
立
川
き
く
江
（
市

川
保
育
所
長
）▽
岸
本
千
代
美（
富

士
見
保
育
所
長
）▽
山
口
正
雄（
生

活
環
境
課
環
境
衛
生
係
長
）
▽
小

林
貴
満
（
三
珠
支
所
長
）
▽
小
林

幸
子
（
六
郷
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス

係
長
）
▽
笠
井
雄
一
（
議
会
事
務

局
長
）
▽
河
西
敏
光
（
教
育
総
務

課
長
）
▽
伊
藤
静
野
（
町
立
病
院

看
護
師
長
）
▽
望
月
孔
一
（
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）
▽
河
西

延
雄
（
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

係
長
）

▪
派 

遣

▪
採 
用

▪
退 

職

教
育
総
務
課
長 

網
倉
光
雄

税
務
課
長 

志
村
一
成

財
政
課
長 

長
田
勝
則

企
画
課
長 

長
澤
孝
幸

総
務
課
長 

岸
本
正
幸

町
長 

久
保
眞
一

保
育
課
長 

望
月
勲

生
涯
学
習
課
長 

伊
藤
照
子

建
設
課
長 

加
藤
秀
次

生
活
環
境
課
長 

伊
藤
正
己

産
業
振
興
課
長 

小
林
東

社
協
事
務
局
長 

小
林
稔
招

仲
亀
裕
紀
（
生
涯
学
習
課
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
）

大
木
綾
（
福
祉
支
援
課
包
括
支
援
係
）

笠
井
邦
将
（
大
塚
保
育
所
）

太
田
め
ぐ
み
（
三
珠
保
育
所
）

豊
川
藍
（
市
川
南
保
育
所
）

村
松
加
奈
絵
（
市
川
保
育
所
）
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いちがんとなって住みよいまちづくりに励みます

身の引き締まる思いです
新採用職員
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今
回
の
農
地
法
の
改
正
で
は
、
所
有

か
ら
利
用
を
重
視
し
、
農
地
の
有
効
利

用
を
よ
り
推
進
す
る
制
度
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
農
地
を
農
地
以
外
の
土

地
に
変
え
る
「
農
地
転
用
」
の
許
可
基

準
が
厳
格
化
さ
れ
、
６
月
１
日
以
降
の

申
請
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
主
な
改
正
点
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

農
地
の
所
有
権
等
の
権
利
を
有
す
る

者
は
、
そ
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
利
用

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
の
債

務
規
程
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

農
地
の
権
利
取
得
時
の
下
限
面
積

が
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
農
業
委
員
会

の
判
断
で
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
町
で
の
貸
借
や
所
有
権
移
転
の
下
限

面
積
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

▽
旧
三
珠
町
の
区
域
40
ａ

▽
そ
の
他
の
区
域
20
ａ

　

農
地
の
賃
貸
借
に
つ
い
て
貸
人
、
借

人
の
双
方
が
同
意
す
る
と
50
年
以
内
の

賃
貸
借
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。（
こ

れ
ま
で
は
20
年
以
内
）

　

農
作
業
常
時
従
事
者
以
外
の
個
人
、

農
業
生
産
法
人
以
外
の
法
人
で
も
、
農

地
を
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

農
地
を
適
正
に
利
用
す
る
こ
と
、
継

続
的
、
安
定
的
に
農
業
経
営
を
行
う
こ

と
、
法
人
の
場
合
、
業
務
執
行
役
員
の

う
ち
１
人
以
上
が
耕
作
等
の
事
業
に
常

時
従
事
す
る
こ
と
な
ど
が
条
件
に
な
り

ま
す
。

　

農
業
委
員
会
が
小
作
料
の
標
準
額
を

定
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
賃

貸
料
の
動
向
（
平
均
額
・
最
高
額
・
最

低
額
）
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
公

告
さ
れ
た
賃
借
料
水
準
は
次
の
と
お
り

で
す
。
賃
貸
借
を
行
う
際
の
参
考
に
し

て
下
さ
い
。

　

違
反
転
用
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
よ

り
も
重
い
罰
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
違

反
転
用
の
罰
金
は
、
３
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
３
百
万
円
以
下
の
罰
金
（
法
人

は
１
億
円
以
下
の
罰
金
）と
な
り
ま
す
。

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ

い
て
農
地
を
貸
し
た
場
合
に
は
、
相

続
税
納
税
猶
予
が
継
続
し
ま
す
。
た
だ

し
、
こ
れ
ま
で
20
年
自
作
で
納
税
免
除

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り

貸
し
た
場
合
は
、
農
地
と
し
て
の
利
用

を
終
身
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

農
地
の
権
利
を
相
続
な
ど
に
よ
っ
て

取
得
し
た
時
は
、
農
業
委
員
会
へ
の
そ

の
旨
の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
は
毎
年
、
農
地
の
利
用

状
況
調
査
を
行
い
、
遊
休
農
地
指
導
、

勧
告
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■農地の賃借料の動向（集計期間 平成21年１月～12月）

農地の区分 平均額 最高額 最低額
田（水稲のみ） 13,870 円 14,239 円 12,937 円

田（野菜・裏作とも） 14,460 円 39,320 円  4,654 円
普通畑 8,170 円 33,365 円  3,769 円
樹園地 14,000 円 15,370 円 12,380 円

モ　モ 18,000 円 18,000 円 18,000 円
ブドウ 13,940 円 18,000 円 9,100 円
キウイ 10,060 円 10,100 円 10,050 円
その他 ー ー ー

（金額は全て 10a 当たり）

▪
債
務
規
程
の
新
設

▪
下
限
面
積
要
件
の
弾
力
化

▪
農
地
の
賃
借
料
情
報
の
提
供

▪
賃
貸
借
の
存
続
期
間
の
変
更

▪
農
地
を
借
り
ら
れ
る
条
件
が
緩
和

▪
違
反
転
用
に
対
す
る

　
　
　
　

処
分
・
罰
則
の
強
化

▪
農
地
の
相
続
税
納
税
猶
予
制
度

の
適
用
拡
大

▪
農
地
を
相
続
し
た
ら
届
出
が
必

要
と
な
り
ま
す

▪
遊
休
農
地
を
有
効
活
用
す
る
対
策

※
詳
細
は
町
農
業
委
員
会
☎

０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
５
７
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

平
成
21
年
６
月
24
日
に
農
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
公
布
さ
れ
、
同
年
12
月
15
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し
た 農地法

！正改

　

農
地
の
減
少
を
食
い
止
め
、
農
地
を
確
保
す
る
た
め

農
地
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
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新 書図着

『幕末維新の人物事典
―日本の歴史を変えた 100 人―』

（ＰＨＰ研究所） 

水木しげるの次女・悦子、赤塚不二夫の長女・りえ子、手
塚治虫の長女・るみ子の３人の漫画家の娘たちが父を語る。
父と娘だから見えてくるもの、感じられるもの、他の誰にも
語れない本当の父の姿。いまだに父を愛してやまない娘た
ちの愛情たっぷりの一冊です。 

『ゲゲゲの娘、レレレの娘、らららの娘』 
（水木悦子 / 赤塚りえ子

/ 手塚るみ子・文藝春秋） 

簡単に読めて歴史の流れも理解しやすい、手軽な幕末維新
ポケット事典です。坂本龍馬、篤姫、勝海舟、西郷隆盛、
吉田松陰など、幕末から明治維新と激動の時代を駆け抜け、
新しい時代の日本を作った人々を写真や絵で紹介していま
す。巻末には、幕末維新の時代を解説した年表も掲載。 

■児童向け

■一般向け

清墨会『軸装展』５/28 ㈮まで
　見覚えのある山並みや街角の情景が、
墨の濃淡によって描かれ、牡丹や南天
の赤が墨の世界に色鮮やかに映えます。
水墨画の美しさをご堪能下さい。

展示コーナー（本館）

「たんけんしたいな 本の森」４/23 ～５/12 
　「こどもの読書週間」をきっかけに、こどもたちが本
の楽しさに気付いたり、想像の世界を体験できたらいい
ですよね。そのためには、大人が子どもたちに本を読ん
であげたり、身近に本を置いてあげたり、お父さんお母
さんが読書する姿を子どもたちの目にふれさせるなど、
読書で子どもたちの心が豊かになることを願って努力す
ることが必要です。 

【本　　館】055-272-8888   開館時間 9:00 〜 17:00（木曜日は 19:00 まで）
【三珠分館】055-272-1204   開館時間 9:00 〜 17:00 
【六郷分館】0556-32-2002   開館時間［平日］正午〜 17:00［土・日］9:00 〜 17:00
■休館日：全館とも毎週月曜・祝日・年末年始   ※本館のみ月の最後の平日

　先月、スペースシャトル「ディスカバリー号」で
宇宙へ飛び立った山崎直子さん。妻であり母でもあ

る女性初の宇宙飛行士として私たちの
希望と夢をのせ、候補から 11 年の歳月
を経て飛び立った。これまでの数々の
壁を「何とかなるさ！」の気持ちで乗
り越えてきたという。山崎さんが宇宙
飛行士になるまでの生き方と信念が伝
ってくる一冊です。 

『何とかなるさ！』
（山崎直子・サンマーク出版）

オススメの
一冊

第25回こどもの読書週間 

　図書館でも、おはなし会の開催など、子どもたちに本の森
を探検してもらえるような事業を推し進めていきます。

2010 年は国民読書年

■本　　館　ー　[ 乳幼児対象 ]
　　　　　　　　５/27 ㈭ 午前 11 時〜 11 時 30 分
■三珠分館　ー　[ 幼児から小学生対象 ]
　　　　　　　　毎週㈫  午後 4 時 30 分〜 5 時
　　　　　　　　[ 乳幼児対象 ]
　　　　　　　　５/25 ㈫午前１1時15分〜 11 時 45 分
■六郷分館　ー　[ 幼児から小学生対象 ]
　　　　　　　　５/18 ㈫ 午後３時 30 分〜４時

今月のおはなし会 　気軽におこし下さい！

最新情報満載で、今をすばやく読みとるこ
とのできる情報源「雑誌」。 

　図書館でも様々なジャンルの雑誌を取り揃
えてありますので、是非ご利用下さ
い。なお、最新号は、館内での閲覧
のみです。次の号が入り次第貸出が
できます。図書館で取り揃えてい
る雑誌の一部をご紹介します。

《本館》
▪新しい住まいの設計 
▪ゴルフダイジェスト 
▪世界　▪ナンバー  
▪文藝春秋　▪歴史読本 
▪ニュートン 
▪サライ　▪やさい畑 
▪私のカントリー 
▪スクリーン　▪暮らしの手帖 
▪ＮＨＫきょうの健康
▪ＮＨＫラジオ深夜便 
▪国民生活　▪園芸ガイド
▪英語でしゃべらナイト　など 

《三珠分館》
▪ AERA
▪たまひよ こっこくらぶ
▪ディズニーファン
▪オレンジページ　など

《六郷分館》
▪旅の手帖
▪安心
▪エッセ
▪ダヴィンチ
▪ MORE
▪ゆうゆう　など

雑
誌
コ
ー
ナ
ー

最
新
の
情
報
を
…

No.056


